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◎はじめに 
一般社団法人関内活性会※①（新井英輔理事長）は、ＳＤＧｓをアクションに変える新体感イベン
ト「バーチャルアースフェス ～変化の波に乗り遅れるな！～」をＶＲ空間にて開催いたします。 
※①一般社団法人関内活性会 

2019 年８月に一般社団法人として設立されました。「横浜らしさを生かした持続可能なまち・関

内」の付加価値を高め、横浜経済の振興と公共の福祉に寄与することを設立目的として掲げてい

ます。「健体康心」なまちづくりの実現を目指し、スポーツ振興・文化観光の推進活動を通じた

商業振興、文化交流、観光集客等の活性化を促進していきます。 
 
 
◎事業概要 

2019年 11月に 未来の子ども達のためにＳＤＧｓ啓蒙推進とエシカル消費の普及を目標に掲げ
「みなとまち 食のアースフェス」を実施し、各方面から好評をいただきました。今年度は新型コ
ロナ感染拡大状況を鑑み、ニューノーマルなイベント時代を切り開くべく、次世代型バーチャル
空間に会場を移してアースフェスを開催する運びとなりました。 
日本社会が進める「ソサエティ 5.0」や世界規模で進化する「５Ｇ」など、今後のデジタル社会

に、関内地区がいち早く対応することを視野に入れ、日本の大人たちが取り組んでいるＳＤＧｓ
推進事業を、将来を担う子どもたちに伝える事を目的に「バーチャルアースフェス ～変化の波
に乗り遅れるな！～」を開催いたします。 
 バーチャルならではの感動体験を通し、普段なかなか触れる事の無い企業・団体の取り組みを
目の当たりにする事で、日本のＳＤＧｓの現状を正しく、楽しく理解していただこうというもの
です。自分が出来る事を主体的に考えるきっかけを未来の消費者である子どもたちのみならず、
今の消費者にも提供していきます。 
同フェス実行委員会には、ユネスコスクールに加盟する横浜市立東高校の学生も参画。大人の

メンバーと一緒に出展ブースのみならず、プロモーション全体に知恵を出すなど活躍しています。 
 
 

◎イベントイメージ 
次世代型ＷｅｂＶＲ展示会サービス『Xexhibition（ゼクシビジョン）』※②を用い、３Ｄで表

現されたバーチャル空間を回遊しながらＳＤＧｓについて楽しく学べる、新たなアースフェスの
体験を提供します。瞬時に起動するＷｅｂＧＬ上で表現されたバーチャル会場では、コロナ禍に
おいても確実な来場者と出展者との双方向コミュニケーションが実現します。通常のＷｅｂサイ
ト同様、アーカイブ化しながらＶＲ空間を増築させ、価値あるプロモーション資産として保有し
続けることもできます。通信インフラの発達に伴い、先端コンテンツを取り入れた未来ビジョン
を持つイベントを実現する事により、今後のこの分野における関内地区並びに横浜のイノベーシ
ョンにも貢献致します。 
出展者については、ＳＤＧｓ推進事業を実践する 20 企業・団体・学校を３Ｄのバーチャルブー

スに集め、子どもたちでも十分理解が出来る表現方法で今、日本でどのような取り組みが実際に
行われているかをつぶさにしていきます。また、その情報に対する感想や意見も受信出来るよう
にする事で、発信者に対しても新しい気づきの提供を試みます。また、100 ヶ国語以上対応のＷｅ
ｂサイト多言語翻訳システム『WellTranslation API』※③を駆使し、展示中の各Ｗｅｂ情報を世
界中の人々に向け、広く情報発信していきます。 
 
※②＝クレヨンピクチャーズ株式会社のオリジナル、新サービス商品となります。 
※③＝Ｗelltool 株式会社による、多言語翻訳システムです。                     

（次ページへ続く） 

「バーチャルアースフェス」～変化の波に乗り遅れるな!～ 
SDGs をアクションに変える新体感型イベント、横浜・関内からバーチャル空間で発信 



◎今後の展開 
今回のバーチャルアースフェスでの体験を通し、今後のバーチャルブースの効果的な活用法に

ついての提案も募集する事により、次年度以降も持続可能な魅力あるイベント開催を目指します。 
また、当会の所有するバーチャル空間や、多言語翻訳システムを新たなビジネス展開として活

用していただくべく、ビジネスパートナーを募集していきます。 
私たち関内活性会は今後も、リアル事業とバーチャル事業を通じ、ＳＤＧｓ未来都市横浜の継

続的発展に寄与していく所存です。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
【開  催  日】  令和３年２月 17 日（水）～28 日（日） 
【 開催場所 】  Ｗｅｂ上 
【主      催】  一般社団法人 関内活性会 
【後      援】  横浜市、関内・関外地区活性化協議会、横浜商工会議所、 
           ヨコハマ SDGs デザインセンター、横浜メディアビシネス総合研究所、ＦＭヨコハマ 
【システム協力】 クレヨンピクチャーズ株式会社、Ｗelltool 株式会社 
 
【 出展企業 】 パルシステム神奈川 

新井清太郎商店、横浜スタジアム 
      イマム、Ⅿ.ＳＬＡＳＨホールディングス、太田ハッピープランニング、関東学院六

浦中学校・高等学校、ＫＩＹＡ、元気お届け隊 YAMASHOW、サントリー酒類、ショ
コラボ、太陽住建、徳永リアルエステート、ハーモニーアイ、東戸塚商店会、牧野フ
ライス製作所、優味彩（キッズレストラン 笑福）、横浜銀行、横浜市立東高等学校、 
横浜ベイロータリークラブ 

【協賛企業】コカ・コーラ ボトラーズジャパン、神奈川トヨタ自動車、三井不動産、Round Table  
Pledge Foundation、川本工業、たにもと建設、共栄社、民建、東京ガスエコモ、 
長多屋製麺所、Ａ global harmony、石井造園、LTR コンサルティングパートナー 
ズ、横浜市スポーツ協会（以上、順不同） 

【中央ステージ】 
 パルシステム神奈川・藤田順子理事長と横浜市立東高校の高校生とのＳＤＧｓ座談会など、楽し 
 いステージを予定しています。 
 
☆バーチャルアースフェスの広報 URL はこちら。 
https://www.tvk-yokohama.com/earth_fes/ 
 
☆バーチャルアースフェス・イベント入口はこちらから。※2 月 17 日に解禁いたします。 

http://kannaikassei.jp/earth_fes/  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
【本件に関するお問い合わせ】 
○みなとまち バーチャル EARTH Fes 実行委員会事務局  

神奈川新聞社クロスメディア営業局  TEL：045（227）0823、045（227）0794 
担当・遠藤、または長倉        E-mail：a-endo@kanagawa-shimbun.jp 

 



イメージ原画「ペタペタ セカイ」 
横浜市立東高校２年 津田 真歩 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（ポスター原画とタイトル文字も） 
☟ 

横浜市立東高校サステナブル研究部の高校生と、パルシステム神奈川・藤田理事長との

座談会「世の大人たちに問う！子どもたちに問う！異世代連携協働は可能か？」 

司会進行：ラジオパーソナリティ・かながわ SDGｓスマイル大使／MITSUMI さん 

高校生たちの堂々たる発言に、ご注目下さい！ 

※中央ステージにて動画公開いたします。 

 


